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健康づくりパートナー登録事業所「株式会社 久永」様より、
健康づくりの取組みのご紹介です。

弊社は、「建設・測量」「ビジネス空間」「ＩＣＴ」「環境」

ソリューション事業を柱に、お客様のビジネス生産性の向上にお

役に立つ情報と商品をお届けしており、従業員約１００名の会社

です。

ＳＤＧｓ達成に向け、「多様な人材が創造性を

発揮し活躍できる環境、個人の健康と家族の幸せの環境を整備す

る」を宣言し、その一つとして「社員全員禁煙の推進」を行って

おります。

取組としては、喫煙者ゼロを目標に喫煙室の撤去を行い、

保健師から「喫煙による健康被害」等を学び、喫煙者に対して禁

煙外来の紹介、禁煙成功者からの体験発表をしてもらい禁煙への

理解を求めました。

その結果、当初約４０人いた喫煙者が一年後には２０人になり、

今では７人になりました。今後も喫煙者一人一人に「健康と家族

の幸せ」を理解させ喫煙者ゼロを目指します。

Before （喫煙室） After （コミュニケーションスペースへ）

株式会社 久永
https://kk-hisanaga.com/

令和3年度パートナーの登録特典（健康教育）も
ご利用いただきました！
取組のアイデアや結果が素晴らしいです👏ぜひ
他の事業所も参考にしていただきたいです！

https://kk-hisanaga.com/


鹿児島大学桜ヶ丘地区禁煙支援の
取り組み―喫煙率をゼロに―
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鹿児島大学の桜ヶ丘キャンパス（医療系）では、職員や学生の禁煙支援に取り組んでいます。 

健康増進法の改正にともない、2020 年 1月から、鹿児島大学は、すべてのキャンパスで、 

①敷地内禁煙 

②修学時間・就業時間内の禁煙 

を実施しています。 

取組前の 2019 年 5 月喫煙率 5.4% （125 名） → 喫煙率 0% へ が目標です。 

また、このコロナ禍の状況において、禁煙によるコロナ予防も推奨しています。 
 

Don’t smoke. Smoking can increase your risk of developing severe disease 

if you become infected with COVID-19. WHO remarks (March 20, 2020) 

 

以下が、具体的な取り組みです。ニコチン依存度の高い方（6 割程度が該当）は「禁煙外来」、

それ以外の方は、薬局でも禁煙支援が受けられることをお伝えしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのほか学生は、保健管理センター（郡元地区）でも禁煙支援が受けられます。 

現在、ニコチン受容体阻害剤の保険診療での利用が制限されていて、他の禁煙支援の方法の 

利用がより重要な状況でもあります。 

 

多様な禁煙支援を準備することで、職員の禁煙が進むことを願い、産業保健スタッフとして 

活動しています。 

 

275-5168 
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薬の服用方法について

以上 鹿児島市薬剤師会
からのお知らせでした。

鹿児島県薬剤師会作成「薬剤師にききもんそ」より

「食前って、どのくらい前ならいいの？」、「食後の薬は、食べた後すぐ飲んでもいいの？」
などなど、薬の飲み方で気になったことはありませんか。

今回のメールマガジン3月号では、用法の記載について詳しく紹介しています。
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厚生連健康管理センターより


